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は じ め に 
 

 
 この報告書は，首都圏若年層の言語の地域差を把握するために，2011 年から 2015 年の間に実

施した，大学生を対象としたアンケート調査の結果をまとめた地図集である。 

 

 この調査は，国立国語研究所萌芽・発掘型共同研究プロジェクト「首都圏の言語の実態と動向

に関する研究」（2010年 11月～2014年 3月，プロジェクトリーダー：三井はるみ）の中で，鑓水

の発案によって開始された。地域差の希薄な首都圏若年層の言語の，どのような面にどのような

地域差が存在するかを明らかにしたい，という問題意識のもと，調査方法の吟味からスタートし，

携帯電話を利用した言語調査システム（Real-time Mobile Survey System：略称ＲＭＳ）を開発

した。このシステムを利用した調査の結果，これまでの地理的分布調査に比べて，はるかに高い

地点密度でのデータを得ることができ，それを地図化することによって，首都圏若年層の使用言

語の中に，明瞭な地域差を示すものがあることがわかってきた。調査は調査項目を加除しながら，

継続的に行った。そのうち，2012年 7月と9月に当時のプロジェクトメンバー（久野マリ子，田

中ゆかり，亀田裕見，鑓水，三井）が合同で行った調査の結果は，「首都圏言語」プロジェクトサ

イトに公開している。（http://pj.ninjal.ac.jp/shutoken/1_summary.html） 

 

 プロジェクト終了後は，JSPS科研費25580103「新規言語事象の集中的多角的調査による首都圏

の言語状況の把握」（2013～2014年度，研究代表者：三井はるみ）の中で，さらに，2016年度か

らは，国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテ

ーションの作成」（プロジェクトリーダー：木部暢子）に加えていただき，システムの改良を進め

るとともに，調査と分析を続けてきた。 

 

 ＲＭＳの利点の一つに，継続的な調査のデータを蓄積できる，という点がある。これまでの調

査によって，多い項目では，関東地方出身者で2,200人以上の回答を得ている。そこで，これら

を地図と集計表の形にまとめ，首都圏の若年層の言語の実態と動向を示す資料図集として，刊行

することにした。これらのデータに基づく分析・考察は別に進めている。 

 

 この場であらためて，回答者のみなさん，調査の実施に御協力いただいた大学の先生方，様々

な形でともに調査研究を進めてきた「首都圏言語」プロジェクトのメンバー，そして，このよう

な形で成果の公開の機会を与えてくださった木部暢子氏に，厚くお礼を申し上げます。 

 

 

2017 年 3 月 6 日 
三 井 はるみ 
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